
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

匚

動 物 墨 雜 誌 第 四 十 七 卷 第 五 百 五 十 六 號

昭 和 十 年 二 月 十 五 日 ．暴

報 交

西 部 朝 鮮 の 近 海 に 産 す る 蟹 類

（昭 和 九 年 十 二 月 七 目受 領 ）

上 田 常 一

京 皴 師 範 學 校

總 読

　西部 朝鮮の 近海（黄海）か ら今迄 に著者の 手許 に 集つ た蟹類 （Bvachyura ）は衣 の 2 族 9 科 28

種が あ る。 こ れ は主 として當校 生徒並 に 地 方有志 の 手に ょつ て 採集され た もの で あ る。．
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由來西部鮴 の 近海は騰 の 關係上大河の 駟 する もの カ！卿 た剃 吠 量の 土砂力囃 酋

運ばれ て遠淺 とな り・その 上 を麟 の 支條 に よ？丁洗ゆ 海水は比 較的溢 い ．甦 叉潮の 干

滿の 差 が極 め て著 し く， 例 へ ば仁川 に 於ア 9m41
， 鎭南浦 に 於 て 61n　27， 木浦 に 於て 4m

33 を示 し， 干潮 に會する に及んで は至 る所 に宏大 なる干 潟地 を露は し
， 海藻等は極 め て 貧弱

で ある。上 に 擧げた蟹の 多 くは砂泥か ら成 る こ の 裸の
一
F潟地 に棲息 して ゐ る。

　標本種 名の鑑定 に就て は靜 岡縣下田町東京文理 科大學附屬臨海實驗所 の酒井恒氏 を煩 は し

た の が ある （＄ 符の もの）。 茲 に 同氏 に 深甚の 謝意を表す る。肯標 本 を探集 して 戴 V・ た各位 に

同樣深謝する。 こ れ等標本は總て 京城師範學校博物學歡室 に 保管 して あ る。

各 読

　　　　　　　　　　　　　　　　Subtribe　Oxystomata

　　　　　　　　　　　　　　 I．Fam ．　DoriPpidae　DANA

　　　　　　　　　1． Po ア勿 6　grα？L磁 ’α DE 　HAAN サ メ ハ ダヘ ィ ヶ ガ ニ

　産地 は忠清南道牙山灣 （不完全 なる 61 個 ，
1934 ．11．9．文榮漢）。

　　　　　　　　　　2・ D ・吻 ・仰 ・ nica 　votsr　S・・B・LD ヘ イ ケ ガr
　木種は夙に仁川 か ら採集されて ゐ る （本誌第 14 雀 160 號）。京畿道朱安 （1932 ．10，2，京城師

範生徒）， AS安南道卒原郡漢川面 （19鍛 ，6．15．權東夏）。

　　　　　　　　　　　　　　 IL　 F・am ．　 C 島lappidae　DANA

　　　　　　　　　　　　　　 3． 0漁 吻 卿 cω （LINNAEus ）

　産地 は甼攘 柳町朝鮮市場 （1934 ，6．27．梅村敏雉）， 忠清南道牙 由灣 （1934．11．9．文榮漢）。前

者 に は 甲背 の 前 方 に フ ヂ ツ ボ の 1種 が 10數個寄生 して ゐ る。本種 を支那 で は 「鬼 頭蟹 」 と膏
つ て ゐ るそ うで あ るが （續 動物の 驚異 ，

40頁）， 難の 蒐集家幅 岡縣八 女郡 下廣 川村 の 原 田萬吉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ウ空 冫

小學校で こ の 蟹 （第 1 圖）を見付

け ， 未 だ嘗て 見た こ と の ない 珍巾

の 珍 と い ふ 譯 で 假 に 「ヂ ウ ケ ン

ガ モ」 なる名稱 をつ け られた。本

種 に 就 て は ， 本誌第 38 卷 458 號

436−− 437 頁 に 瓜 田 友衞氏 の 詳細

な る記載が あるが ， 圖が載つ て ゐ

な い か ら， 紐 覘小學校訓導藤原正

隆氏 か ら著者 た寄せ られた寫眞を 第 1 圖 0癬 ψ 画 ，廠 ‘で1・ltS’NAE ・L・s）（縮 小 ）
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こ Ni こ羯げる こ と に した （藤原 訓導に 感謝 する ）。 甲背に 見 られ る左右 2 つ の 大 きな濃赤紫色

の 眼 状紋 と，内臓の 位置を示 す甲背の 刻紋 及び 頭胸甲側縁の棘状突起 とは相連關 して ，前の

乎 家蟹 とは一寸異つ た 鬼の 面絹 を呈 し，支那 入の 所謂 f 鬼頭蟹 J なる名前 を眞 に ふ さは しき

もの と思 はせ る D

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、4．　 ］fattatct　tltMWts　FDnsKM 、キ ン セ ン ガ ユ

　本種は夙に仁 川か ら採集 されて ゐ る （本誌第 1壬卷 162號）e 産地 は忠 清南道舒川郡庇仁灣

（1933．8，18，劉達枳）， 『
1安南道乎原郡洟川 面（1934，U．　lb，權五根）， 京畿道仁川松島附近 （1934．

7，27、石 川忠臣）， 忠清南道保寧郡熊川 （1［J31，　ti．2U，上 水流耡男）、こ れ等の キ ン セ ン ガ ＝ は 日

本動物 圖鑑 第 20狛 鬮の もの と異 の， 甲背に 暗紫色の 徴小點の 列か ら成る網 目紋様 を有 す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 II｝．　F 風n ］．　　Lencosildae　I）A ぎ A

　　　　　　　　　　 5、．P屈 静 王 P 融 肋 PEH ・凱 Nv メ コ ブ シ ガ ニ

　本種 は 夙に仁 川か ら採集 されて ゐ る 体 誌第 員 卷 】65 號〉。産地 は 京畿道仁 Hl （上 田常
一
）、

京畿道永 宗島 （1932．626 ．上 田常→ 、京 畿 道 水 原 郡 求 交 川 里 （1933 ．6．17．上 田常一）， 仁 川

（1933．7．30，石 川忠臣），乎安南道平 原郡漢川面 Cl934，615 ．權五 根）。

　　 　　　　　　 　　　　　　 　Subtribe　Brachygnatha

　　　　　　　　　　　　　 l、「＿　FEIコll．　　　11ajidae　ALcocl ｛

　　 　　　　　　 　 6． Pu．gettia　9 雌 融 lr〜θ瑁 DE 　HAAX ヨ ツ バ イ ソ ガ ＝

　本種 は 夙に仁 川か ら探 集され て ゐ る （本誌節 14 卷 170 號 瓦 そ の 他 に は ￥ 安南道姉妹島

（：【933，8，7，ノ」、Jil末雄〉，黄海道 ノ」、青 島 （193 壬．1  　ユ2、お函凵 ；」（良ts）ロ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　7，　 Halisai− b’clict・c（e・n・tJbies　D ｝： H 　．i　AN ツ ノ ガ ；

　本種は 夙 IC仁川か ら探集され て ゐ る （本誌第 ］5 蹇 171 號 ）。仁　 Hl月 尾島 （6 ユ個 1934．　S．　5．

前 川光男）。こ れの 頭胸 甲の 側縁 に は フ ヂ ツ ボ の 種が寄生 して ゐ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V ，　F 翫 m ＿　　　1⊃
ort ．111コi〔lae　DANA

　　　　　　　　　　 S． Port・untes 　tt・1掘 ゐε厂αぬ 加 敵MIERS ）　ガ ザ ミ

　薩地 は仁 川 （上 田常
一
）， 全羅 北道 末島 （1Li39，．51 ，村 1．［1仙）， 京畿道水 原郡求丈 川里 （1933．6．

17，1上 田常
一一），京畿道木徳島 （1933．826 ，韓 承占占），忠溝南道保寧郡熊 lll〔1934．8．2  ．上 水流和

男）。朝鮮 人はこれ を捕 へ て 食用 に す る 。

　　　　　　　　　9， α 畑 ψ 曲 、lntpr）niclc‘｝liLtsm　EI〕WARDS イ シ ガ ニ

　 産地 は仁 ∫「1（上 田 常
一），甼安 南道姉 妹島 （1！｝33，8，7．小川末雌），忠清南道舒川郡庇仁灣（1　93　7・　，

8．IS．劉達 相）， 黄海道小青島 G賠 3．　le，12，樋 口 次郎泥 本種の 學名は酒井恒氏 に よつ た （日本

産蟹類の 學名 に 就 い て ．植 物 及 動 物，第 2 卷 9 號 1脚 頁）e 朝鮮人 は これ も捕 へ て 食 用に

す る。
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「

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 VI．　 Fa皿 ．　 Xantbidae　ORTMA ）（N

　　　　　　　　　10． Xantho　di8ti7agtrendfas　DE 　HAAN シ ハ ア フ ギ ガ ＝

　産地は忠清南道舒川郡庇仁灣 （1933，8．18．劉達相）。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 VII．　 Fam ．　 PinnGtheridae　MlnlE 　Ep 、VARDS

　　　　　　　　　　 11． Pinnotheres　pmR 　lms　SrlltfpsoNシ P ピ ン ノ

　産地 は京畿道木徳島 （カ キ の 殻内に 棲息して ゐた もの ）（工933．8．26．韓承赭）， 平安南道雫原

郡漢川面 （ハ マ グ リの 殻内に ゐた もの ）（1934．6．15．權五根）。和 名は酒井氏 の新稱に よつ た （口

本産 カ ク レ ガ 昌 科の 分類．植物及動物 ， 第 1卷 ？號 978 頁）。

　　　　　　　　　　　　 VIII．　 Fam ．　 Ocypodidae　ORTMANN

　　　　　　　　　　12． Uen 臙 （DE 　HAAN ）バ ク セ ン シ ホ マ ネキ

　産地は全羅南道務安 郡八禽島 （ユ934，8，權東夏）。

　　　　　　　　　　　 13． Uca ‘erouata （DE 　HA 　AR ）シ ホ マ ネキ

　産地 は京畿道朱安鹽田の用水池 （1927．8．13．高橋竹之助）， 京畿道江華島 （1932，5．29，上 田常

一
）， 京畿道水原郡海倉里 （1933．6．18．上 田常一｝， 忠清南道牙山瑯屯浦面 （1933．625 ．廉 衡

淳〉， 忠清南道牙 山 （1933、7．3α 丈榮漢），全羅南道木浦 （1933．8，羅魯運），全羅南道務安那 夢瀏E

（1934，8．雨 宮光子），全羅南道八禽島 （1934 ．8，權東夏）。朝鮮人 は こ の 蟹 を捕 へ て 食用 に す る 。

皀卩ち干潮 を待 つ て 小供等は籠をさげ て 捕 りに 出かけるが，蟹 は驚 V・ て穴 に 入 る
。 す る と子供

逹 は熱心に その 穴 を掘 つ て 巧 に捕へ て ゐ る e 黒い 軟泥 に 包 まれた蟹 は擧動不活饑で籠の 申で

じつ と して ゐ る。

　　　　　　　　　 14． r’

y
・
nbp （iworne

’
rt−3　pus’Ulits（1〕E 　HA △N ） メ ガネ ガ ニ

　産地 は京畿道江華島 （1932，5．29．上 田常
一
）， 京畿道水原郡求文川里 （1933 ．6．17．上 田常一）。

　學名は酒井氏に よつ た （植物及動物 ， 第 2 卷 9 號 1543頁）。

　　　　　　　　　　15・励吻 ，冫勸 蜀 g励 o脳 DE 　HAAN コ メ ツ キ ガ ；
n

　産地 は京畿道永宗島 （1932，6，26、h田常→ ， 京畿道仁川月尾島 （1934，10。27．上 田
fit−一）。

’

本年 10 月 27 日著者が仁 川 月尾島 に 出か けた時分に は ， 干瀉地 に こ れが 澤山出 て ゐた．夏の

頃な ら活撥に走 り逃げ るの に ，
こ の 日は既 に時候の 塞 くな つ て ゐた 爲か ，走 り方は案外鈍 く

容易 rc捕 へ る こ とが 出來た
。

　　　　　　　　　 16． CteistoStonmα　diiatatum　DE 　HAAN ア リア ケ ガ ニ

　 産地 は京畿道永 宗島 （1932 ．626 ．上 田常一）， 京畿道水原郡海倉W．　（IY33．6，18．上 田常一）、

卒 安南道盛梁灣 （1934．6．24，坂田弘）， 忠清南道牙山郡屯浦面 （1933．6，25，簾衡淳）， 忠清南道

牙 山 （1933，7．30．丈榮漢）， 全羅南道夢灘 （1931，8．雨宮光子う。坂 田弘氏が探集 した もの は 代表

一

，

、
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と して ， そ の 一部分 を静岡縣下 田 に 逶 つ て酒 井氏の 鑑定 を得た 。

　形態 ：頭胸甲は横 に長 く
， 甲幅は 甲長の 亅5 倍 に 及 び

， 兩側縁は弧欺 に 曲つ て （　 ）形 をな

す。額 は前方に 傾VOて 幅廣 く， 甲幅 の
2
ん に達 し， 眼窩外縁闇の

1
／2 よ りは 僅 に短 い 。額の

背面 に は 甲背か ら突出 した 低 い

2 隆起が あ つ て
， そ の 先端 に 近

い 所 に は 小い 黒色の 剛毛束 を 1

つ づ つ 生す。甲背に は黒色の 剛

毛 を密生 す る も， 各眼 窩内外兩

縁問 の 直後の 部 と 正中線溝 と に

は毛 を見 ない
。 胃部の 刻紋は 正

中線溝の 左右 に （ ）歌 をな して

　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 第 2 圏　α廊 10踟 恨 α 翻 〔乙’‘↓地 瓰 】）EHAAN

ゐ る の が最 も明瞭で あ る。鉗脚　　　　　　　　　　京 畿 道 永 宗 島産 ♂ （x1 劫

は左右同大 に して 9 の は ♂よ b も小 い
e 又 そ の 可動指及 び不動指は ス プ ー

ン 形 をな し， 内

縁 に E一を並 生 し ， 11｛櫛 の 内側 の 上縁に 1 毛列が あ b ， 腕節 と長節 とは 内側に 短 毛 を有す。4 封

の 歩脚 中，中央の 2 對 は最 も大 きく前後 の 2 對は小 い。又 歩脚の 各節は凋縁 に黒 色の 剛毛 を

生 じて ゐ るが ， 第 ユ 歩脚 に於 て は その 毛 が短 くて 且 つ 少 V ・た めに餘 り目立 たない 。第 2
， 第 3

，

第 4 歩脚 の 長餔 は幅廣 く扁平で 杓子形 をな し， そ の 周縁か らは黒色 の 岡毛 を生す。更 に 又第

3
，第 4 歩脚の 腕節及び 前節 も扁甼で 幅廣 く， 第 3 歩脚は そ こ に軟 い 絨 毛總をつ けて ゐ る。生

時 鉗脚及 び 歩脚の指節は桃 赤色 を帶び て美 しい けれ ど も， 甲背及 び 脚背に あつ て は そ こ に 生

す る甌 毛の 聞 に泥粉 を沈積 して 汚 い 色を して ゐ る。圜は著者が 1932 年 6 月 26日永 宗島の 干

瀉地 で 採集 した もの S ア ル コ ホ ル 漬標 本を描 い た もの で ある。

　　　　　　　　　17 ．　 Ma 〔物 画 μ融 拓聡 dilatatus　DE 　IIA　A．y オ サ ガ ニ

　産地 は忠清南道舒川郡庇仁灣 （1933．8．18．劉 逹相〉，忠清南道保 寧郡熊川 （1933．8．上 水 流和

男）、干安南道『源 郡漢川面 （1934．6．15．權五根），忠清南道熊 川 （1934．8，20．上水流和 男）。

　　　　　　　　18， jtaew’ophthctlo］Lus 　depressu3（DEH 晶 ド）ヒ ラ ス ナ ガ 昌

　産地 は京畿道仁 川 （上 田常一）、京畿道江華島 （ユ932，5．29．上 田常一）， 全 羅南道木浦 （1933．4．

ユ，羅鶴運），京畿道永 宗島 （1932．6．26，上 田常
一

）， 京畿道水原郡求文 J［1里 （1933， 6．17．上 田常

一）， 忠 清南道牙山 （1933 ．7．3じ．丈榮漢）， 京畿道仁川 （1933 ．7．3  ．石 川忠臣），全羅南道務安郡八

禽島 （ユ934．8．權東夏）。

　　　　　 19　R 観 elθ蹴俐 砌 翫 ‘r捜 姻 1幅 DE 　MAN ア リア ケ ガ ニ モ ド キ （新稱）

　産地 は京畿道永宗島 （1932．6．26，上 田常
一），甼 安南 道廣梁灣 （1933．6．24．坂 田弘）、 忠清南

邀牙 山 （1933，7．30．文榮漢）， 忠清南道牙 山郡 屯浦面 （1933．6．25 、廉衡淳｝。坂 田弘氏が廣梁灣
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か ら採集 した もの 玉一
部を代表 とし て 酒井氏の 醍に遑 つ て種名の鑑定を得た。本種 に封 し著

者が ア リ ア ケ ガ ニ モ ド キ な る薪戳を附する に 就 て は ， 酒井氏の 歡示 に よる所が 多い 。

　形態 ：甲長 7mm ，甲幅 10mm 内外の 稍扁雫 なる小形 の蟹で
， 頭 胸甲の 兩側縁は略 富士 の

山 形をなす。額 は幅廣 く， 眼 窩外緯闘の
2
んに達 し， 額角 は 前方 に 傾 い て 中央が僅か に 凹ん

で ゐ る。 頭胸甲の 背面滑は

か で あ り， 中央 に は横走す

る 2 列の i陵線が あ る。頭胸

甲の 周縁は 又 同形 の 線 を以

て縁付け られ て ゐ る。 これ

等の 稜線 は本 種の 最 も特異

み に跨 り， 甲背 を前後の 2　　　 第 3 圓 1’
arCteleistOstema 　cristaturn （ORTMA ｝N ）

　　　　　　　　　　　　　　　　右端 は 頭胸甲の 實物大 を 示 す ， 京讖道永宗島産 ♀ （廓大 ）
匝 に分つ 。本線は實は極 く

僅 に 彎曲せ る等長の 3稜線が 讃に 漣結 して 出來た もの で ある。次 に 他 の 1 稜線は前區 の 中央

を横走 して ゐ るが ， ，多 くは そ の 途中で 切れ C4 乃至 2 條の 短い 稜線 をな して ゐ る。頭胸 甲の

周 縁を縁付け る曲線は額 の 後縁で 切れ て鳩 り， 側縁の 凹み の 邊か らは上 下 の 2 つ に分れ ， 下

位 の線 は 甲尻 に連結するが ，上 位 の 線は 甲尻の 角の 近 くに至 つ て 止み他 に蓮結す る こ とは な

い 。
こ れ等の 關係は胸頭 甲の 側縁を横が ら見 るとよ くわか る 。 鉗脚は左右同大なる も小 く，

9 に於 て は殊 に 小 い 。可動指及び不 動指は ス プーン 形 をな し て 周 縁 に 毛 を生 じ、腕箚，長節 ，

基箘に も亦 毛 を見 る。 4 獨の 歩脚中， 中央の 2對 は最 も大 き く， 前後の 2 對は 小 く略同大 で

ある。
こ れ等の 歩脚は何れ も周縁 に 毛 を生 じ， その 各長節は扁平で 且 つ その 背面 は平滑 なる

瓜實紋樣 を刻 して ゐ る。生時 に あつ て は腹部の 末節と次節 k二朱色の 斑紋 を有するが ， δに於

て は色彩鮮明で ある。又往 々 甲背の 前方帥ち， 前區 に 朱色 の 園紋 を有す る もの が あるが ， こ

れ は雌碓の 特徴に はならない 。圖は著者が 1932 年 6月 26 日永宗島の 干 潟地で 採集 した もの

」 ア ル コ ホ ル 漬か ら描V ・たもの で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　IX ．　 Fhm ．　 Grapsidae　D 認 A

　　　　　　　　　　　　 20・ Pachygrapsus　cras ．sipes　RAND ，u ，i・

　 産地 は京畿道仁 Jll（1928，9， 芹澤眞治郎）。標本は ♀ 2 個 で あ る が，保管の 仕方が 悪か つ た め

に破損 して ゐ る 。 共 に サ ッ ク リナ が寄生 し， 大な る方 に は 2 つ 着い て ゐ る．

，

《

「尸
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　　　　　　　　　　21． G   伽 吻 ）resL． lts　（DE 　HAAx ）ヒ ラ n ソ ガ ニ

　産地 は全羅』匕道末島　（1933 、5．1．ホd
」
01イ【』）， ，

IS 一清南道舍予llI郡庇｛：灣 （19S3 ．　S．ユ8．婁列達相），黄海

道小青島 （1933．10．12．樋 ロ次郎）。

　　　　　　　　 22．撫 噸 伽 s 凋 ・灘 蜘 ・ （衂 H 品 N ）ウ ミ モ ク ヅガ ニ

　産地 は 京畿道仁川 （1933，3、石 川忠臣），京畿道永宗島 （1932．6．26．上 田常一），忠清南道舒川

庇仁灣 （1933．8．ユ8，劉達相），忠清南道保寧郡熊川 （1931．S、20 ．上 水 ffd和男〕。

　　　　　　　　　　23． Bi’achv，　notus 　s’anguinetts （班 HAAN ＞イ ソ ガ ニ

　産地 は忠清南道格 列飛島 （ユ933，3、清水覺次郎），全羅北道末島 α933．5．　］．村 山仙）， 京畿道

木徳島 （1933．8．26，韓 承誌）， 黄海道小 青島 （1933 ．10．12．樋 口 衣郎）。

　　　　　　　　 24， E 「iQol｝ei ］
n
　s ｛nenLgis 　1．Ylim’E　E ］］WARDS シ ナ モ ク ヅ th

’
　＝＝

　産地 は京畿 道水原郡求文川里 （1933，6，17．上 田常
一

〉， 忠清南道牙 山郡屯 浦面 （1933．6，25，

廉衡淳），京畿道朱安 σ933．8．S、塚 田豊）， 京畿道永宗島 （1933．8．ユ0．閔炯 來〉、 忠清南道保寧鄂

熊川 （1934．8．20，上 水流和 男）．以上 は黄海沼岸の 探集 妨 るが，黄海に 注 ぐ河川 の 流域で 採

集された箇所 は訳 の 通 りで ある。II昏清南道扶餘 ， 平 安北道楚山 ， 京畿道長端 ，金村 ，素砂， 永登

浦，及 び全 羅北道金溝。本種の 特徴殊 に E ド〜画 齟 抑 o，Lf齠 ）1 　HA 姻 N と の 匪別 tC就て は ，

本誌第 38 卷 458 號 433 頁 に 瓜 田友衛氏の 記載が ある。朝鮮人 は好ん で これ を食 べ るが， こ

れは朝鮮 に 多 い 肺臟 ヂ ス トマ の 中聞宿主 をなすた め に
， 大正 13 年 4 月 30B 朝鮮總督府含第

工8 號 に よっ て その 採取 及 び授受 を禁止 され た。

　　　　　　　　　　　 25． 1τβ鷹 烈 雇 θ郡 DE 　HAA ．N ア シ ハ ラ ガ 昌

産地 は京畿道江華島 （1932．5．29．」・田常
一）， 全黼 道木 浦 （1933・4・1・攤 運）涼 畿道永宗島

（1932、6，26 上 田常
一）， 京畿道 水原郡海倉里 （1933．6．1S．上 田常一），亭安南道廣梁灣 （1933・6・

24，坂田弘〉， 忠清南道牙 山郡 屯浦面 （1933．6．25．廉衡淳）， 忠清南道牙 山 〈1933．7．30．丈榮漢），

仁 川 （1933．7，30．石川忠臣）， 全 羅南道木浦 （1933 ．8，羅鶴遐）， 京畿道 江華島乾坪里 （1933．ユ2，

26，牛飼五郎），全羅南道務安郡八 禽島 （1934．　8．權東夏〉。本種の 和名は便宜上 日本動物圖鑑

（1114 頁＞ICよっ たが ，
1）E　HAN ．x一氏 の 餌謂 ぺ ＝ ti＝ で あ り， 寺 尾新氏の 所謂 ハ マ ガ ＝ で ある

（本誌第 28 卷 331號 28頁）。朝鮮 人 は こ れ を捕 へ て 食用 に する。稻 の有 害者で あ る。

　　　　　　　　　　26． besarma　dehαati　i　MII−NE 　ED “
iARDS カ ク レ ガ ニ

　 産地 は 京畿道水原郡海倉里 （1933，6，18，上 田常一）， 忠清南道牙 由鄰屯浦面 （1933．G．25．廉

衡淳〉。 本種 も稻 の有害者で あ るが ， 朝鮮人は食 べ lt　VV。

　　　　　　　　　　27， Se．sarfna　ha−ematoeheir （DE 　HAA 幻 ア カ テ ガ ニ

　 産地 は全羅南道木 浦 （1933．8．羅 鶴運）， 全 羅南道務安郡八禽島 （1934．8．權 東夏）。

　　　　　　　　　　 28． 麁 跚
・
，脇 α謝 癬 α （F ム BRICIus ）ク シ テ ガ ニ
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　 産地 は京畿迸 江華島 α932．5，29．上 田常一
〉， 京畿道永宗島 （1932．6，26，上 田常→ ， 京畿道水

原郡海倉里 （1933・6・18・上 田常一）．京畿迸水 原郡求刻 哩 （1933．6．17．上 田常→ ，亭安南道

廣梁灣 （1933．6．2壬．坂 口泓 ）， 忠清南道 牙山郡屯浦面 （ユ933．6，25．廉衡淳）， 忠清南迸牙 山

（1933 ．7．30．文榮漢）。

　形態 ： 頭 駒EF は前方が稍廣が つ た四角形をな し， 前鬩縁は 内方に彎曲す る。額 は幅廣 く甲

尻よ りも長 V・。額 角は前 方に 傾 き， そ の 前縁 は弧駿をなす も， rl映 は凹み て 一見弓 の 腰形 を

なす。額 の 後縁

は 3條の 縦走溝
　 　 　 　 　 　 　 　 　

纂r濃　

1飜 　
畿驚 　　　　　
溝 の 躑 に は ， 　 　 第 咽 β齟 ’「岬 鰰 窺 姐 FA ・R1・1・・♪ 轍 道酒 咢島潮 C・ ・｝

左右か ら小V ・剛毛束が八 字形 に 生 じて 門 をなす、 甲背は中央が 高 ま D， 胃部 の 刻紋 は明瞭に

して ，彼の 中央溝 と會して花瓶形の 紋樣 をな し， 眼 窩の 直後 と 甲尻の 直上 に は 明か な凹み が

あ る。そ の 他甲背 に は前測縁か ら斜 に後方に走る 5 條の 長 V ・稜線が あ り， 文 甲背至 る所 に貧

弱な短V ・稜線が散在 す るが ，
ル ーペ を用 ふれ ばそれ に は黒毛を生する を見る。鉗脚は 鮫肌歌

をなすが ， 最 も著 しきは 櫛を有す る こ とで ある。皀Pち鉗脚の 前節 の 内縁櫛可動指 の 關節部位

の 直後に は斜 に 位 す る長 さ 3mm 位な黒 い 櫛が 2 放並 ん で ゐ る。黒V ・櫛 と は 齒が黒い の で
，

そn は短 くて硬 い 彈力の あ る 1暾 本の 剛毛駄物から出來て ゐ る河 動指及 び 不 動 齒 の 相接

す る縁に は疣状の 齒 を有 し ， 可動指 の 上縁 に は縦に 1 列の 疣欣突起が並んで ゐ る。そ の 他腕

飾の 内縁に岡毛の 1束 が あ b ， 長節 の 内面 に は縦に 2 列の 毛 を生 す。各歩脚 の 長節の みは扁

平で 幅廣 く， そ の 上縁に は先端近 くに コ個 の 深V ・切れ込 み を生 じ， 外面 に は 相並行 する稜線

を見 る淌 腕氤 長節1 指enの 周繍 こ は 馳 生するが ， その 毛は長 くlt・L・．生時supaの 指部

は赤褐 色を帶ぴるが ， こ の 色は ア ル コ ホ ル 漬標本で も長 く保存 され る。標 本は著者が 1932

年 5 月 29 日江華 島で 採集 した もの S ア ル コ ホ ル 漬標本か ら描 〉・た。

　（附記）　以上述 べ た蟹が 西部朝鮮の近海に 産する總 て を網羅 した もの とは考 へ な い ，寧ろ

こ れ等は最 も普通 雄 類で あ つて A 後更 に精査 纈 ける こ と に よつ て
， 種數を塘す こ とは

明か で あ る

一・一一
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-
 Besume

   On  the Brachyura of  the West Korean Waters (Yellow Sea)

                                   By

                           Tsuneichi KAMITA

                       J{'bijo IU･;tin,;-,ttl ,EYcJmol, iswoui,  Kbrea

 The  ]iumber  of  speeies  of  Braehyura  co]lectea  in the  ISTest Korean  "'aters  (Yello"' Sea) is

t"'enty-ei.crht in all, as  is sho"'n  here:

  1. Dorinpe ffranul(zta DE  HAAN  15, Scopimo'a globosft 1)E }IAAN

  2. Dorip2)e :japoniea  voN  SIEBoLD 16. Cleistosto,,n (lil{ttattt?n  DE  HAAN

  3. 0i'itlvyia siniea  (LTNN.LEus) 17, ]fucrqlihthalt-us dibita･t'as DE  IEI.4 ･sN

  4, 1iffttutre lun･aris FoHsKAL  18. Mitcf'QphthaZmus depressus (DE HAAx>

  5. Phily;'a pdsun} DE  HA.sN l9. Ru'aclcistosiot)ui crista-t"?n DE  NAN

  6. Pugeitia g･!baclriclens DE  HAAN  EO. Ilachysli'rtp.st!s. crctssipes RAND.KT.i,

  7. Hl}lintus diaeanthzes DE  HA.sN L]l. Gfoetiee clei')ressus  CDEHAAN)

  S. Po･7ttt,n.us tritubercuiatus (bliEHs) 22- . Brachzrnottts. peiTieillfitus (DE H.xAN)

  9. evbarybdisjaponicna }IJLNE ED"'.sim.t 23, Brctc'hynotus sfen･gtcineus {DE I{t! iN)

 10. :SiZioi.tho (iisti･ngrtendus  DE  HA.xN 24, E,'iocheir sine'nsis. }fi}NEEmy.sRDs

 11. Pinjzotheres pft･rvulus STnipsoN  25, Helice t･7idei,es DE  HAAN

 le. Ue(t･ iaetea (DE IIAAy) 26, Jgk;sarma  d, J}rtami MII]"E EmyARDs

 13. Uea arcatata  {DE H.tAx>  L)7, Sesa]"nudbrte,i)Latoch･eir (DE HA.tN)

 14. illstm･pa･no]nerit.s ?)tisiltus (DE H.k.tx) ?8, Jsasctrtn(t  g?tctdratft (FABRIcTvs>

e


